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エノキタケを用いた連結バイオプロセス(CBP)の実用化にあたりセルラーゼ生産制御シ

ステムの解明と炭素源異化抑制の解除が必須の課題となっている。本研究課題では、工ノキ

タケゲノム情報を活用したマイクロアレイ解析によりセルラーゼ・ヘミセルラーゼ遣伝子群

の発現応答の解明を行い、さらにその制御システムを改変することで炭素源異化抑制が解除

された有用菌株を構築することに成功した。

’1．エノキタケFv－1株高精度ゲノムデータベースの構築

高精度なエノキタケFv-1株
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次世代シーケンシサーを用いた全ゲノム配列決定およびバイオティクスによる配列'情報解析によ

り、高精度なエノキタケFv-1株のゲノムデータベースの構築を行った。さらに得られたデータベー

スより発現解析の対象となる糖質加水分解酵素遺伝子情報の抽出を行った。

’2糖質加水分解酵素遺伝子群の発現応答の解明

ゲノムデータベース情報を活用し、網羅的な遺伝子発現解析に必要となるマイクロアレイチップの

開発を行った。また、開発したアレイチップを用いてマイクロアレイ解析を行い、20種の培養条下

における全糖質加水分解酵素遺伝子群の発現応答を明らかにした。

厩（網羅的な遺伝子発現応答
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'1B､推定炭素源異化抑制因子の特定と発現抑制株の構築

ゲノム情報および遺伝子発現応答に関する情報を総合的に判断し、エノキタケの推定炭素源異化抑

制因子の特定とクローニングを行った。さらに、RNAサイレンシング法を用いて遺伝子発現抑制株

の構築を行い、推定因子が実際に炭素源異化抑制因子として機能していることを明らかにした。

推定炭素源異化抑制因子
発現抑制ベクター
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4.炭素源異化抑制解除株の機能解析と優良菌株の選抜

最終目標であるエノキタケを用いたCBPプロセスの実用化に向けて、炭素源異化抑制条件下でも

優れたセルラーゼ生産I性を示す優良菌株の選抜を行った。

|異化抑制が解除された優良菌株の育種に成功エノキタケFv-1株形質転換体
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優良菌株を選抜
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■農研機構食品総合研究所

金子哲(生物機能利用ユニット）

．C023代謝工学によるwholecropの直接発酵に適した担子菌の開発
（エノキタケの糖質加水分解酵素の発現応答と制御システムの解析）

長岡技術科学大学、小笠原渉(生物資源工学研究室）

■TEL:0298-38-8063(直通)E-mail:sakaneko@a什rc.go.jp
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